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上田市認知症高齢者等支援ネットワーク協議会
会　長　　飯 島　裕 一　様

上田市長　土 屋　陽 一　
「認知症希望宣言（仮称）」の策定について（諮問）

2025年には、高齢者の５人に１人が何らかの認知症状を発症する、という推計が示されている中で、認知症の方が尊厳を保持しつつ、希望をもって暮らすことを目指す「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」が、令和６年１月に施行されました。
認知症は、誰もが身近に接する状況となっており、上田市でも65歳以上の高齢者、約47,500人のうち、約5,６00人の方が、何らかの認知症の症状をお持ちであると推計されるものです。
上田市では、認知症の方を含めた地域住民一人ひとりが、その個性と能力を十分に発揮し、認知症の方が一方的に支えられる側という関係ではなく、共に支え合いながら住み慣れた地域で共生する、活力ある社会の実現を目指しています。
この共生社会の実現を進める契機とするため、「認知症希望宣言（仮称）」の制定に向け、その原案の作成を諮問します。

